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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。立命館大学へようこそ。そ
して在学生の皆さん、新学期を迎え、勉学、課外活動等に実り多き一年となり
ますようお祈り申し上げます。

さて、生まれて初めて図書館というものに足を踏み入れて以来ずっと図書館
が大好きです。図書館に行くとわくわくします。図書館に住むことができたら
いいなあ、と思ってきました。BKCにいた時にはその願いが少し叶いました。
研究室と同じ建物にメディアライブラリーがあり、研究室からほんの少し歩い
ただけで、もう図書館の中という幸せな環境でした。立命館大学には、各キャ
ンパスにすばらしい図書館があります。BKCにはもう一つの図書館、メディ
アセンターもあります。OICライブラリーでは、岩倉公園を見下ろす窓際の席
でお気に入りの本や雑誌を読む、なんとも言えない至福の時。そして圧巻の平
井嘉一郎記念図書館、まさに知のワンダーランド。立命館大学の学生になった
からには、このような図書館をぜひ活用してください。読みたい本が見つから
ない、データーベースはどう使う等、わからないことがありましたら遠慮なく
レファレンスカウンターへご相談ください。レファレンスライブラリアンが親
身に応対いたします。

この数年私たちを苦しめたコロナウィルスも、ようやく通常の感染症という
扱いに変わろうとしています。この間、私たちの学びや研究のスタイルは大き
く変わりました。オンラインを活用した、あるいは対面と組み合わせたハイブ
リッド型の授業、会議、研究会が当たり前のものとなりました。大学の図書館
はそのような変化を支える砦の一つです。書籍や学術雑誌、各種資料のデジタ
ル化が進んでいます。立命館大学図書館は、そうした変化に対応できる利用環
境の整備を続けてきています。デジタルネイティブの学生の皆さんにはより親
しみやすい図書館になってきているのではないかと思います。さらに、意見交
換や議論が可能なラーニング・コモンズ（ぴあら）と呼ばれる開放的な空間を
設けています。立命館大学図書館が、皆さんの学習・研究活動のホームグラウ
ンドとして活用され、皆さんの伸びやかな学びを促し、数々の知的発見につな
がることを願っています。そして何よりも、存分に図書館を楽しんでください。

小久保 みどり／経営学部教授　1996年に本学経営学部に着任。2019年から2023年まで経営学部長・
経営学研究科長。専門は社会心理学、組織心理学。社会心理学の視点から、不確実な状況下でのリー
ダーシップ行動、非正規従業員の雇用環境と働き方や、若者の職業選択のジェンダー差などについて
実証的に研究してきた。最近は、緊急事態におけるリーダーシップと組織の対応について研究を進め
ている。趣味はピアノ、演劇鑑賞、美術館めぐり。

M e s s a g e

図書館館長からのメッセージ
小久保 みどり 

図書館館長   経営学部教授
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スマホからの情報収集は受け身になりやすく、 
エコーチェンバーも起きやすい

例えばコロナ禍をめぐる一連の情報や、東欧・中東における戦争・紛争に
関わる情報などは象徴的ですが、あふれる情報の中から受け取ったものが
フェイクニュースであるか否かを見極めることが難しくなってきています。
一方、十代から二十代の若者の間では、ニュースなど世の中の情報を、テ
レビや新聞ではなくTikTok やYouTubeなどの「スマホ動画」から得るこ
とが普通になりつつあると言われます。この状況についてどうお考えでしょ
うか。

濱田：まず懸念されるのは、情報に対して受け身になっているので
はないかということです。電車内でもずっとスマホを見ている人が目
につきます。玉石混交のネット上の情報を休む間もなく受け続け、考
える時間さえ奪われている状態なのではないかと思います。また、
スマホでの情報収集はエコーチェンバー*が起きやすくなります。欲
しい情報だけが次々と表示されるために、情報がたこつぼ化してしま
うのです。まずは、そういったことを認識する必要があると思います。
そして、スマホから得た情報について、例えばニュースソースはどこ
か、動画で情報発信している人がそのニュースを発信するのにふさ
わしい立場なのかを立ち止まって考える時間を作る。それがフェイク
ニュースを見分けるスタート地点になるのではないでしょうか。
　※エコーチェンバー（echo chamber）：閉鎖的なコミュニティーの中で同
じ意見の人たちとの限られたコミュニケーションを続けることにより、その意
見が正しいと思い込んでしまう現象を指す言葉。思想から趣味まで、似た傾
向の人間同士が集まるコミュニティーは居心地が良く共感も得やすい。エコー
によって特定の意見や思想が増幅され、影響力をもつことは多いが、コミュニ
ティー内部における常識がそのまま社会の常識とは限らない。また事実よりも
共感が重視されるため、誤った情報を正しいと信じる人が、それを拡散させる
ことでさまざまなトラブルが発生する。（出典：JapanKnowledge Lib）

エコーチェンバーを打ち破る 
習慣を身につけよう

エコーチェンバーを打ち破り、情報を見分けるにはどのような習慣を身に
つければよいのでしょうか？

濱田：自分の考えに合わない情報を見聞きするのはだれしも不快
です。でも、世の中にはそういうものもあるということを頭の片隅に
置いておく必要があります。いつもとは違う種類の情報をのぞきに
行って、「どうして違うのだろう？」と深堀りしてみると、視野も広が
り、エコーチェンバーを打ち破ることにもつながると思います。好奇

心を持って情報を得ようとするのは大切です。シャワーを浴びるよう
にただ情報を受け取るだけではなく、自分でも考える習慣を身につ
けてはいかがでしょうか。

学生の皆さんも、これまでに人と会い、本を読んで学んできた蓄
積、経験値があるでしょうし、大学生活の中でいろいろなことを知
りたい、学びたいといった知的好奇心もあることでしょう。まずはそ
れらを信じることです。情報に接した時は、自分自身の経験から、
例えば先生の何気ない一言などを引き出してきて、それをもとに自
分で考える時間を作ってほしいと思います。

そのような考える素地を作ってくれるのが読書です。特に小説は
人と人との関係を言葉の間から読み取るなど想像力が不可欠です
よね。情報に接する時も「私だったらどうするか？」と相手の立場に
立って考えることも必要です。エンパシーと呼ばれるものです。読書
はそんな力を養う一助になると思います。

新聞記者の情報の集め方、 
記事の書き方

新聞記者として日々記事を書く際に、どのような点を特に注意しておられま
すか？ 

濱田：私のように30年以上長く記者をやっていると、記事にしよう
とする対象に接したときに、まずその情報を「斜めから見る」ことを
私自身、習慣づけられていることに気付きます。人の話には何かしら
のバイアスがかかるものだからです。たとえばある団体の活動を紹
介する時も、ウェブサイトに書かれていることをそのままではなく、
その団体に直接電話で確認します。現在の状況はサイト上の情報と
は違っているかもしれませんし、直接話せば、より多くの情報が得
られるからです。その分野で信頼されている専門家の本を手元に置
き、疑問があればすぐに調べたり、事実と突き合わせるのも記者とし
ての習慣ですね。今も本棚にはたくさんの専門書籍があります。

新聞記事とSNSなどの情報・動画との本質的な違いは何でしょうか。

濱田：皆さんもご存知のように、新聞社では記事を書いた後、その
まま紙面に掲載されるということはなく、デスクや紙面編集を担当
する整理記者などによる何重ものチェックがあります。新聞社各紙
においては、社として伝えたいことを加え世に問うということはもち
ろんありますが、厳重な何重ものチェックを経て記事にするという
プロセスがあるので、新聞はニュースソースとして信頼できるもの
という自負があります。総務省『令和三年版 情報通信白書』の「各
メディアに対する信頼」調査で、新聞を「信頼できる」とした人は

　社会全体を見渡すと、インターネットの普及は「信頼できる情報を見つけだす」という作業をより難しくしたかもしれま
せん。「何が事実かわからない。何を信じていいのかわからない」。発信者が誰であるかわからない、大量かつ複雑で多様な
メディア環境の中で私たちは「事実を知る」ことに対して混乱し、調べるという行動のやり方が分からなくなっているので
はないでしょうか。ＳＮＳで誰もが発信し、本物そっくりのディープ・フェイクや扇動が溢れている一方で、人々は自分が
好む情報だけを与えられる（情報のタコツボ）傾向があり、だからこそ真実を見極める力が重要になっています。
　今回は、サトウタツヤ先生（総合心理学部教授）と濱田元子さん（毎日新聞東京本社論説委員）に、知って学び深める作業
の元ともいえる、情報リテラシーについて語っていただきました。

F  e  a  t  u  r  e  #  0  1

図書館でできる
フェイクニュースの 

見分け方
学生生活に役立つ情報リテラシー

STORY #01

濱田元子
毎日新聞東京本社 
論説委員、学芸部編集委員

STORY #02

サトウタツヤ
総合心理学部 学部長

STORY #01

情報をただ受け取るだけでなく 
自分の経験をもとに 
考える時間もつくろう

濱田元子氏 

毎日新聞東京本社 
論説委員、学芸部編集委員
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自分の「価値」に合う情報は、 
すんなり入ってきて人にも伝えたくなる

「フェイクニュースを信じてしまわないためにはどうすればよいか」との問
いに、毎日新聞の濱田記者から「スマホからの情報をそのまま受け取るの
ではなく、一度立ち止まって考えよう」というお話がありました。心理学の
研究者としてこのお話をどう受け止められましたか？

サトウ：極めて重要な指摘だと思います。即断即決はフェイクニュー
ス対応にとって危険です。記号論的文化心理学には、「自己」つまり
心の構造は「価値」「記号」「行為」の三層からなると仮定したモデ
ルがあります（図1）。一番上の層である「価値」は、今までに見たり
聞いたり教えられたりして作り上げた個人的な価値のこと。一番下の
「行為」は自分の中で十分に納得はしてはいないけれど、自分の言
葉で話したり書いたりはできるレベルのこと。
　自己の山の一番上の「価値」に合う情報は、すんなり入ってきて、
人にも伝えたくなるものです。現在のSNSの状況を考えてみてくだ
さい。自分の価値に合う情報がどんどん届くようになっていますね。
自分の価値に近いので気持ちがよく、すぐ信じてしまい、すぐ人に
伝えたくなるという仕組みになっているのです。だからこそ「立ち止
まって考えること」が大切なのです。図１のモデルの「記号」のレベ

ルで情報を咀嚼してから判断することが大事です。そのことを濱田
記者は「一度立ち止まって」と表現したのだと思います。
　自分の価値に合わない情報は取り入れられることなく表層のレ
ベルで弾かれがちです。たとえば死刑制度廃止に賛成の人と反対の
人が議論すると、お互いに相手の言うことを聞かず、それぞれが一
方的に主張するだけで議論が深まらないということが起こりがちで
す。しかし、大学生活は、対立しながらも議論を深めることができる
時期ですから、自分と違う意見だからこそ、自分と異なる意見につい
ても「記号」のレベルに一度取り入れてほしいと思います。

メモをとって授業を聴くと、 
内容がだんだん「価値」のレベルに入ってくる

スマホだけで情報を得ていると、これまでの価値が強化されていくだけに
なるということですね。多様な価値に触れるにはどんな習慣を身につけれ
ばよいのでしょうか。

サトウ：一つは、本や新聞を読むこと、人と話すこと。そして意外に
盲点なのが、「授業を聴く」ことです。大学の授業は、理解できない
ことが話されることも多いことでしょう。そして、自分の価値には直

61％、「半々」をふくめると80％以上にのぼりました。大学の初年
次教育において、図書館のリテラシー教育などで新聞記事のデータ
ベースの活用を指導していますよね。新聞が他のニュースソースと
比較してより信頼されていることなんだろうと思います。

学生の皆さんには、スマホを見る時間の一部を新聞や雑誌など別
のより信頼度の高いとされるメディアにふれる時間に割いていただ

ければと思います。一方、玉石混交の情報の中から“玉”を見極める
ためには、“石”にも触れておくことも大切。フェイクニュースがはび
こる現実もきちんと認識したうえで、より正しい情報を見極めようと
努力する姿勢や習慣を身につけることもこれからの社会で生きる上
では大切なことですね。

　大学に入学する皆さんは、選挙権を行使するこ
とによって自分たちの国をどうしたいのか、その社
会への責任を持つ年齢に達しています。そんなこ
とも考えながら学修してほしいと思います。確か
な情報を見極めることが民主主義を健全に機能

させることにつながります。図書館にあるさまざま
なメディアをうまく使って学びを深め、これからの
社会のより良い未来をつくることに生かしてほし
いと思います。

A 
MESSAGE 

TO YOU

大学生活を送る
学生の皆さんへの
メッセージ

結しないものなのでつまらなく感じるかもしれません。一方でスマ
ホを見れば推しの噂話が見つかり、すぐに友達に伝えなきゃという
気持ちにもなってしまうでしょう。しかし、だからこそ、考えてほし
いのです。自分の価値に合わない情報を吟味することができるのが
大学生です。スマホをしまい、メモを取りながら聴いてみましょう。
最初は難しいかもしれません。それでもメモをとり続ければ、３回目
の授業くらいから先生が何を話しているかがだんだんわかるように
なってくるはずです。それは、自分が成長して、授業内容が「記号」
のレベルに入ってくるようになり、自分なりの価値観と照らし合わせ
ることができるようになってくるからです。

授業を理解することと、先生の価値に合わせることはまた別の話ですよ
ね？

サトウ：もちろん、大学教員の価値に従わなければならないわけで
はありません。聴いたうえで私は違う意見だと考えてもいいのです。
人の理屈を一度自分の中に抱えて考える訓練ができるのが大学とい
う場です。それをせずにスマホだけを見ているのは本当にもったい
ないと思います。ある受講生が、「退屈な授業でスマホを見ていても

退屈だけど、授業のメモを取るようになったら面白
さがわかって授業時間が短く感じた」と言っていま
した。こういう感覚を経験してほしいと思います。
　授業を聴かなくても、一夜漬けの丸暗記である
程度の成績はとれるかもしれません。でも一夜漬
けは「行為」のレベルに数日間知識を入れておき、
答案としてアウトプットするだけのもの。自分の価
値とすり合わせることをせず、「この先生の考え方
と同じように書いておこう」というように教員の価
値に合わせるような解答を書いているだけでは、
自分の中には何も残りません。大学生のみなさん
には、分からないものをわかろうとする努力、自分
の価値とすり合わせる試みをぜひやってほしいと
思います。

多様な「価値の山」の中で考えると、 
情報に振り回されなくなる

それが「多様な価値に触れる」ということなのでしょう
か？

サトウ：大学には、自分とは別の国、別の地方で
育った人がいます。また、多様な経 験や専門分野を持つ先生もい
て、価値の多様性に気づける環境があると思います。その中で、多く
の人と出会い、さまざまな経験をしてほしいですし、殻を作ることな
くたくさんの価値の山を持ち、いつかそれを山脈にしてほしいと思
います。

それがフェイクニュースにだまされないことにもつながるのでしょうか？

サトウ：そうなのです。多様な価値の山を作ると、ある価値ではこれ
は正しいと思っても、別の価値では違うかもしれないと考えられる
ようになるからです。自己内対話が可能になるのです。多様な価値
の山の中で考えられるようになると、人の情報に振り回されること
がなくなり、自分の判断に自信を持てることになり、結果的に自分な
りの発信ができるようにもなるでしょう。

STORY #02

人の価値を自分の中に 
抱えてみる経験を重ね 

「価値の山」をたくさん作ろう

サトウタツヤ先生 

総合心理学部 学部長

　立命館アジア太平洋大学の出口治明学長は、
大学生のうちになすべきものとして「人・本・旅」
をあげておられますが、最も身近である授業にお
いて価値の山を作る努力をするだけでも、大学生
活が意味のあるものになると思います。あらゆる
領域の専門家が自分の目の前で専門分野の話を
しているのです。理解できなくても食らいつく、
少なくともメモをとって自分の言葉に置き換えて
みる。15回かけて専門家の言うことを少しでも理

解しようという態度が身につけば、結果として、さ
まざまなものの見方ができるようになるし、フェイ
クニュースに振り回されることもなくなると思いま
す。わからないからこそ食らいつく、という精神が
フェイクニュースに振り回されない自分を作りあげ
るのです。また、企業の皆さんが大学卒を採用し
たいと思うのは、大学生が様々な価値とぶつかり
合いながら価値の多様性を実現できていると期
待するからこそだと思います。

A 
MESSAGE 

TO YOU

大学生活を送る
学生の皆さんへの
メッセージ

価値

記号

行為

発話

外在化される
新しいメッセージ

＝
二重変容

内在化される
メッセージ

＝
変容

（トランスフォーム）

書き込み

層 I

層 II

層 III

触媒 K 触媒O

触媒 L 触媒 P

触媒M 触媒Q

図1　記号論的文化心理学による自己の理論
ある情報に対する個人の 
主観的確信度をオレンジの
矢印の太さで表す
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立命館大学図書館に新しい図書資料が並び、みなさんが手に取るまでには多くの工程を経ています。今回はその一連の流
れを紹介します。

F  e  a  t  u  r  e  #  0  2

納品・検収発注

選書

発注した資料が書店から納品されたら、発注した資
料に間違いないか確認します。また、乱丁や落丁、汚
損や破損がないか 1 ページずつ目視で点検します。

立命館大学図書館では、『図書
館資料収集の基本方針と収書基
準』（以下、「収書基準」）にもと
づき、教育・研究および自主的学
習の支援に必要な資料を収集して
います。学術的な資料を中心とし
つつ、教養書なども広く収集する
よう努めています。

主な選書の方法

■カタログやチラシ、書店の Web サイト等の新刊情報から資料を選定

新刊情報だけではなく、すでに所蔵している資料の改訂情報もチェックし、最
新版の資料の選定に努めています。

■学生・教職員など利用者からの購入希望申請、推薦を受付

利用したい資料が図書館に所蔵されていない場合や図書館の蔵書として推薦し
たい資料がある場合は、利用者のみなさん自身が図書館ホームページの MyLibrary
から申請することができます。図書館で申請を受け付けた後、収書基準に照らし
合わせて、購入の可否を判断しています。

32

1

Feature #02

知って得する 
図書館の基礎知識

受入
1 冊ずつ、登録番号として資料番号（11 桁）を付

与し、図書館システムへ入力をしていきます。これ
により、立命館大学図書館の蔵書として登録され、
受け入れたことになります。

4

資料番号は、表紙に貼
り付けられている資料
番号ラベルで確認でき
ます。

目録・分類

装備

利用者のみなさんが探している資料を検索した
り、書架で見つけることができるように、書名、著
者名、出版社、出版年などの資料に関する情報（書
誌情報）と、資料番号、所在などの資料を管理
する情報（所蔵情報）のデータを作成します。

また、資料の主題（テーマ）を表わす分類記号を
付与します。立命館大学図書館では、分類記号と著
者記号などを組み合わせたものを請求記号と言い、
どの書架に資料が配架されているのかを示します。

これらの情報を図書システムへ入力することによ
り、蔵書検索（RUNNERS OPAC）で資料を検索し
たり、書架で直接資料を探すことが可能になります。

目録の作成や分類を付与した後は、資料を利用しやすい状
態にし、書架に並べるために「装備」という作業を行います。

5

6

立命館大学図書館の所蔵であることを
表わすために、資料に直接押印します。

書架に資料を配架し
た際、利用者のみな
さんが探しやすいよ
うに、背表紙の下の
部分に、分類記号な
どを印字した請求記
号ラベルを貼ります。

0 総記
1 哲学
2 歴史
3 社会科学
4 自然科学
5 技術
6 産業
7 芸術
8 言語
9 文学

図書資料の分類

日本十進分類法（NDC） 
新訂10版の抜粋
第1区分（分類記号の1桁目）

請求記号ラベル

1段目：所蔵館等
2段目：分類記号
3段目：著者記号
4段目：配架場所

所蔵資料の閲覧/日本十進分類法（NDC）

配架～利用
このような工程を経て、発注から 2 週

間～ 1 ヵ月程度で資料が書架に配架され、
利用できるようになります。

資料は、請求記号の配列順に配架され
ている＝主題別にまとまって資料が並ん
でいるので、書架で直接ブラウジングし
ながら同じ分野の資料や読みたい資料を
探すことができます。

図書館で資料を探すとき、資料を手にとるとき、
このようなたくさんの工程を経ていることを思い浮かべてみてください！

7

書架ごとに、配架されている資料の分類記号と著者記号を掲
示していますので、資料を探す際に参考にしてください。

選定した資料をすでに本学図書館で所蔵して
いないかどうか調査したうえで、書店に発注し
ます。
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連 載 企 画「 図 書 館 の 使 い 方 が う ま い 人 」第 5 回

自分の“好き”から大学の学びを始める
～「知る喜び」との出会い～

　大学に入学してこれから何を学びたいかが明確な人がいる一方で、何をやればいいか分からない、好きなことがまだ見つ
かっていないと悩んでいる人もいるでしょう。好きなことがあれば、それを深く追求ことによって、大学生活はより楽しく
充実したものになるかもしれません。“好き”を探すための図書館の活用方法について、産業社会学部の漆原先生にお聞きし
ました。

研究テーマ (1)運動学習における接触付加による感覚入力が与える影響   
(2)感覚運動統合に基づくトレーニングが人の潜在的可能性に及ぼす影響 

専門分野 神経生理学，スポーツ，運動制御，体性感覚誘発電位，運動学習

著書 「現代スポーツ論の射程―歴史・理論・科学」（共著）文理閣（2011年）
「スポーツの近現代―その診断と批判」（共著）ナカニシヤ出版（2023年）

ければならない、という学生もいますが、順序が逆です。やりたいこと
があるから、学部やゼミに入る、知りたいことがあるから本を読む、と
なる方がより望ましい形だと思います。学問は何かを知るために体系
化された知識や手法で、やり方の一つに過ぎません。使い方は自由で
す。自分の所属や経歴で、やり方や使い方を狭めずに色んなことに興
味関心を持ち、インプットを増やす機会を沢山持って下さい。そのた
めに、私も教員として、学生の皆さんに本当に好きなこと、やりたいこ
とを問いかけ、引き出す努力をしなければならないと考えています。

これまでの人生で心ときめく何かに出会ったことがなく、好きなこと
が分からない、興味関心のあるものがないと悩む人も多いと思います。

ただそんな人も、昼はラーメンにする？うどんにする？と言われれば
答えられるでしょう。なぜならそこには自分の「好き」が存在している
からです。どんな些細なことでも、例えば小さい頃に好きだったもの
などでも構いませんが、それに関して最近の話題で自分のアンテナに
ひっかかることはなかったでしょうか。まずはそういったものを手掛か
りに情報を集めてみてはどうでしょう。そして、それに触れている時に
自分がどんな気持ちになるかを観察してみてください。様々なことに
挑戦し、自分と向き合う時間を持てるのは大学生の特権ですので、で
きるかどうかは別として、やりたいことを見つけることができたならば、
それだけでも私は大学生活を過ごす意味があると思います。

図書館で書架（本棚）を眺めることから始めよう

好きなこと、やりたいことが見つかるかどうかは、「出会い」に左右
される部分もあります。人との出会いも大切ですが、限られた時間の
中で会える人の数は限られています。そんな時に大きな手助けをして
くれるのが、図書館です。図書館にある図書や雑誌、新聞などは人の
考え方や意見を代弁してくれます。好きなこととの出会いと図書館は、
切っても切れない関係だと思います。

図書館の使い方については、最初は書架にある本の背表紙、タイト
ルをひたすら眺めてみることをおすすめします。そこで少しでも気にな
るものがあれば手に取ってみましょう。自分でスマホなどを使って検
索をすると、どうしても自分の検索ワードにひっかかる情報しか得るこ
とができません。まずは図書館で本を眺めて自分が気になるキーワー
ドは何かを知ること、そしてそのキーワードが見つかった時に初めて

検索をして、関連する情報に入っていくことに挑戦してみてください。
また、図書館のレファレンスカウンターの利用もおすすめします。こ

こにいるレファレンスライブラリアンは、皆さんの学びにおいて必要な
情報や資料探しの手伝いをしてくれます。自分がまだ何が好きなのか
わからないのに、膨大な資料の中から自分で資料を探し出すのはなか
なか大変なことです。レファレンスライブラリアンとの対話を通して、自
分の好きなこと、興味関心に響く資料探しを一緒に行い、実際にそれ
らを読んでみることから始めてみてはどうでしょうか。読んでいくうち
に、自分にとって関心のある分野が拓けてくるかもしれません。

好きなことを研究に繋げる「問いを立てる」 
ためのお薦め本

自分で考える、物事を決める、選ぶことに対して苦手意識のある人
には、次の本をお薦めします。

 ▶ 「知的複眼思考法：誰でも持っている創造力のスイッチ」（苅谷
剛彦著、講談社、2002年）

大学での研究で不可欠な「問いを立てる」というところにポイント
を絞って段階的に作業過程を示してくれる本です。「やりたいこと」
を、問いとして立てるのが研究の第一歩。これができるようになると、
様々なことが主体的に選択できるようになると思います。

また、研究や科学が難しいと思っている方や研究と現実のつながり
がよくわからないと感じている方には次の本をお薦めします。

 ▶ 「脳のなかの幽霊」（V.S.ラマチャンドラン, サンドラ・ブレイク
スリー著 ; 山下篤子訳、角川書店、1999年）

複雑な脳科学の世界ですが、目の前の人の困りごとの原因を考える
ところから研究が始まり、知識を活かせば高価な機材がなくとも身近
な道具で仮説を検証し、わからないことを明らかにして、困りごとの解
決に導いていくプロセスを読みとってもらうことができます。

新入生へのメッセージ 
～図書館を利用して自分の世界を広げよう

知らないことを知る、分からないことを明らかにしていく喜びを、
大学生活の中でぜひ感じていってほしいと思います。誰にも縛られな
い、自分の本当に好きなことを突き詰める、探求していくことにぜひ
チャレンジしてください。
そしてその最初のステッ
プとして図書館を利用し
て、自分の世界を広げた
り、いろんな人や情報に
触れたりすることに積極
的に取り組んでほしいと
思います。 

文系・理系の枠を超えて人の潜在的な可能性を追求

私の研究上の関心は、人がもつ潜在的な可能性を追求することに
あります。

陸上競技をしていた高校生の頃に、スポーツは自分の身体能力を
資源として活用し競い合うものだという思いを持っていたのですが、
海外製の高機能シューズが流行したことで、スポーツに対して過度に
テクノロジーが介入することの是非に疑問を持ったのが関心を自覚し
た始まりだと思います。

芸術系志望だったため高校時代は文系でしたが、家庭の事情から
地元大学学際系学部の文系学科に進学しました。そこで自身の関心
を思い出し、卒業論文では陸上競技の生体力学、修士課程では研究
室を移り、脳波や筋電図を用いた動作制御の基礎的な研究を行い、
博士課程では医学研究科に移って患者さんを対象にした研究を行い
ました。振り返ってみると、対象や方法が変化しながらも根底にある
関心は一貫し、文系・理系の垣根を越えて関心を探求する姿勢に繋
がったのかもしれません。

現在は大きく２つの研究を進めており、一つは「運動学習における
接触付加の影響」です。リハビリテーションや運動指導の場面で、自
分自身や他者が身体に触れることが学習効果にどう影響するのかと
いうテーマの研究です。もう一つは「コオーディネーショントレーニン
グの効果検証」です。「コオーディネーション能力」は、スポーツの能
力の筋力や持久力のような数値化できる能力だけでは説明できない
部分の一部にあたり、パフォーマンスを発揮したり、学習したりする
ちからの前提になるようなものです。直接数値化することは難しいの

で、派生効果を観察することで検証を試みたり、そうした能力を仮定
した構造でスポーツのパフォーマンスを捉えてみたりすることで検討
しています。

スポーツは人の行動の一つにすぎません。スポーツも、楽器の演奏
も、すべて身体を通して行う同じ行動です。切り離して見るのではな
く、共通する何かを見いだすことができないかと考えています。例え
ばサッカーW杯では、チームプレーとしての合理性だけを考えれば、
どの国も同じプレーを理想に掲げそうですが、そうはなりません。それ
は各国の背景に社会や文化の違いがあるからではないでしょうか。ス
ポーツを狭い視野の中で見るのではなく、生理学的要素や社会的要
素もある人間の創造的で文化的な営みの一環としてとらえる。そう考
えると文系・理系の垣根を越えて学際的に、行動としての広い視野で
スポーツを考えることやそれを産業社会学部の中で取り組むことが面
白く思ってもらえるのではないでしょうか。

学問は自分の好きなことに対する取り組みの一つ

私は、大学の学びの醍醐味は「知る喜び」だと思います。それは既
存の知識を覚えることではなく、他の誰も知らなかったことを知る、明
らかにしていくことです。大学の学びには答えがないもの、結果が出
るまでに時間がかかるものも多く、時にあんなに頑張ったのに答えが
得られなかった、というような場合もあります。しかし、わからないこ
とがわかるようになるプロセスを楽しみ、本当に自分が知りたいこと、
あきらかにしたいことがあれば、それも苦行ではなくなります。

〇〇学部に入ったから、○○ゼミに所属したから、〇〇を勉強しな

図書館からの 
アドバイス

明確な検索戦略を持たないまま、偶然の発見を期待して漫然
と情報を探すことを図書館用語で「ブラウジング」と言いま
す。キーワードが見つかった後に更に関連する資料のある書
架のブラウジングを行えば、自分が想定しているよりも関心
事に有益な情報や視野が広がる情報が手に入ることも期待で
きるでしょう。
参考文献："ブラウジング", 図書館情報学用語辞典 第5版

図書館からの 
アドバイス

レファレンスカウンターは各館内にあります。資料の所蔵場
所や学習・研究テーマの参考になる情報の探し方、データ
ベースの検索方法、探している情報・テーマを扱っている機
関などについての相談を受け付けています。詳しくは図書館
HPをご確認ください。

6：30 起床　朝食・身支度

7：30 移動

8：30 メール、事務仕事

授業準備

11：00 授業

13：00 昼食

14：00 授業への質問やコメント確認

授業動画や資料の更新

16：00 ゼミ生の研究・実験指導

19：00 移動

20：00 夕食、入浴

ハムスターの世話、家族との会話

22：00 読書、研究活動

 0：30 就寝

漆原先生の一日

漆原 良 
産業社会学部 教授

Ask a Librarian

Japan Knowledge Lib
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https://runners.ritsumei.ac.jp/opac/opac_details/?reqCode=fromlist&lang=0&amode=11&bibid=TT41952179&opkey=B167565799510923&start=1&totalnum=1&listnum=0&place=&list_disp=20&list_sort=0&cmode=0&chk_st=0&check=0
https://runners.ritsumei.ac.jp/opac/opac_details/?reqCode=fromlist&lang=0&amode=11&bibid=TT41651094&opkey=B167523060448695&start=1&totalnum=2&listnum=1&place=&list_disp=20&list_sort=0&cmode=0&chk_st=0&check=00
https://runners.ritsumei.ac.jp/opac/opac_details/?reqCode=fromlist&lang=0&amode=11&bibid=TT41651094&opkey=B167523060448695&start=1&totalnum=2&listnum=1&place=&list_disp=20&list_sort=0&cmode=0&chk_st=0&check=00
https://runners.ritsumei.ac.jp/opac/opac_details/?reqCode=fromlist&lang=0&amode=11&bibid=TT41244249&opkey=B167540699782313&start=1&totalnum=3&listnum=1&place=&list_disp=20&list_sort=0&cmode=0&chk_st=0&check=000
https://runners.ritsumei.ac.jp/opac/opac_details/?reqCode=fromlist&lang=0&amode=11&bibid=TT41244249&opkey=B167540699782313&start=1&totalnum=3&listnum=1&place=&list_disp=20&list_sort=0&cmode=0&chk_st=0&check=000
https://www.ritsumei.ac.jp/lib/a02/010/
https://japanknowledge.com/library/

